ENGLISHNESS V BARBARIANS : ヒーニー & ハリソン & ダン ノ UZ by 橋本 槇矩 & Hashimoto Makinori
Englishness　v　Barbarians
一ヒーニー＆ハリソン＆ダンの［UZ］一
橋本愼矩
?
　Oxbrige，　BBC，　The　Times等を媒体としたRPそしてそれらをキャ
ノンとしている教育制度が，支配的文化であるEnglishnessの一部を形
成しているとすれば，アイルランドやスコットランドやイギリス北部の
工業地出身のシェイマス・ヒーニー，ダグラス・ダン，トニー・ハリソ
ンら，自らの「野蛮性」を意識している詩人たちは彼等の方言（ver－
nacular）によって，敵のハイ・カルチャーの占有するポエトリーを奪
取してゆかなければならない立場にある。ダンが敵の「礼儀とマナー」
を身につける擬態で達成しようとしているとすれば，言わば敵の本陣で
華々しく乗っ取りを実践しているのがトニー・ハリソンの詩である。
　帝国主義が上記のハイ・カルチャーの占有と結び付いて地方性を抑圧
するとき，ヒーニーとダンはそれぞれ自分達の野蛮性の陣地を（たとえ
神話的であっても）アイリッシュネスとスコティシュネスに配置するこ
とができる。そのような民族性の神話的歴史にたよることがハリソンに
は出来ない。それだけに彼の詩に含まれる毒は強い。彼の場合は英国と
言う「階級制度社会」に敵を求める以外に無いのだから。その意味でヒー
ニーとダンの場合は「英国の面汚し」にすぎないものがハリソンの場合
は，英国の内部に食い込んだ癌のような亀裂を意識することになる。
　本論ではヒーニーとハリソンとダンに共通する「奨学金少年」の背景
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を概観し，ヒーニーの場合を考察した後，トニー・ハリソンのVを中心
に考察したい。
　「シェイクスピアに見られるとおり，ほんらい言語において，詩的な
ものと粗野もの，poeticなものとvulgarなものの共存が可能だった。そ
れがヴィクトリア朝時代に階級意識と結び付いて，　「詩的な言語」と
「詩的でない言語」に分けられた」とハリソンは言っているω。しかし，
オリヴィア・スミスの研究によれば2），標準言語の形成と階級意識の結
託は既に18世紀に始まっており，「洗練された」「純粋の」英語を上流階
級は話し，「野卑」な英語を下層階級は話す。それのみならず，それら
が人間の道徳や価値までも決定するという，その後の英国の病弊となる
「階級と結び付いた言語意識」を形成した。イギリスの中に二つの国家
があると言われるとおり，言語を支配する構造は帝国主義に相似して，
下位のもの，進化の遅れたものを粛正していく。英語が世界に言語帝国
主義を形成していく素地は既に18世紀に形成されていた。トニー・クロ
リーによれば3〕，19世紀から20世紀初期の帝国主義の時代に，再び，国
家意識形成のために標準英語の重要性が叫ばれ，言語学者の協力の元に
「非標準英語」はEnglishnessから排除されていった。そして「文化」＝
「標準英語」の等式ができあがった。しかし，日常生活では，「文化」の
将外に蹴落とされた野蛮人である人々の英語も生き伸びてきたのである。
リーズの貧しい労働者階級に生まれ，子供時代はリーズ詑で「非標準英
語」を話していたハリソンはグラマー・スクールに進むことによって以
上の言語戦争に巻き込まれた詩人である。
本論
1．　「奨学金少年」＝「野蛮人」
　スコットランドの詩人，ダグラス・ダン（1942－　）は11才のときレ
ンブリュー・ハイスクールの中等部を受験した。これは将来の彼の社会
的地位の決定に重要な意味を持っていたことを後に苦々しくダンは思い
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起こしている。人を選別する教育と階級のシステムについてダンは「イ
ギリス社会の腐った，鼻持ちなら無い，むかつくようなもので，伝統的
なスコットランドには無縁のものだった」と糾弾している｛4）。
　階級と言語の問題を生涯のテーマのひとつとしている英国の詩人，ト
ニー・ハリソン（1937－）はジョン・ハフェンデンとのインタヴュー
で「抜き難い英国の階級本能」について語っている。彼のVに至るまで
の詩の大部分は自分の教育と言語の問題を扱っていると言っても過言で
はない。幸いにもと言うべきか，不幸にもと言うべきか，イレヴン・プ
ラス試験で優秀な成績を修め，奨学金でリーズ・グラマースクールに進
んだ彼が労働者階級であるがゆえに経験しなけらばならなかった過酷な
教育過程は，彼の詩人としての特質を強く規定している。
　彼等とは少し異なるが，シェイマス・ヒーニー（1939－　）も北アイ
ルランドの教育過程で類似の体験をしている。アナホリッシュ・スクー
ルを卒業し，奨学金を得て1951年にセント・コラム・コレッジに入学し
た。地域の小学校を出て，中・高等教育に進んだときに階級，言語，宗
教の差異を経験したことはダンもハリソンも同じである。
　彼等に共通の歴史的事実は，1944年のバトラー教育法によって英国と
ウエールズでは中等教育の義務教育化（15才まで）が進行したことであ
る。ハリソンはそのおかげでグラマー・スクールから大学まで進むこと
ができた。スコットランドは伝統的に英国とは異なる教育制度を持って
いたが，1945年にはバトラー教育法に準じる制度が取り入れられた。ダ
ンが11才のときのレンブリュー・ハイスクール受験はイレヴン・プラス
に相当するものと考えられる。北アイルランドには，少し遅れて1947年
に英国と同様の教育法が施行された。
　ヒーニーが学んだセント・コラム・コレッジは1879年にデリーに作ら
れたプロテスタント系のセミナーで，僧職者を養成することを主たる目
的にしていた。1947年の教育法によってこの学校の雰囲気がどの様に変っ
たかについてバリー・ホワイトは書いている。「1948年まで，この学校
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はボグサイド（デリー市の，カトリック教徒の住む貧しい地区）のむさくる
しい街から，物理的にも，心理的にも超然とした距離を保っていた。し
かし，最初のイレヴン・プラスの学生が入ってきたとき，学校は周囲の
社会的貧困と対峙しなければならなくなった。というのは入学してきた
奨学生の多くが貧しいカトリック出身だったからである」
　ヒーニーの友人である詩人・批評家であるシェイマス・ディーンはこ
の学校の同級生である。ボグサイドの出身である彼も教育制度のお陰で
アカデミズムの梯子を登って大学に職を得た例である。後にディーンは
フィールド・デイ・パンフレットの一冊として『文明人と野蛮人」を書
き，教育制度に反映している英国対アイルランド，プロテスタント対カ
トリックの亀裂を歴史的に検証して見せてくれている。彼によれば，エ
ドマンド・スペンサーの『アイルランド現況報告」（1596）以来，アイ
ルランド人を文明国，英国の対極に位置する野蛮人とみなすステレオタ
イプが連綿と続いてきた。
　rイギリス市民の目から見て，このステレオタイプは古来の，野蛮人
固有のあらゆる欠点を供えている。まず，アイルランド人であること。
つぎにカトリックであること。もし，カトリックでなければ，過激なプ
ロテスタントである，あるいは，カルヴィニズムや原始メソジストのよ
うな非国教徒である。さらに彼は労働者階級の出身であり，無職（ない
しは職に就く能力がない）。したがって彼は自分が転覆しようとしている
慈悲深い国家から金を貰い，抑圧されていると考える国家から，教育と
食べ物を貰っている。彼は西ヨーロッパでは他に例を見ない不潔と貧困
の土地の出身で，連合王国（UK）の面汚しである｛5）」
　ヒーニーの「北」に収録されている「恐怖省」CThe　Ministry　of
Fear’）はディーンに捧げられている。セント・コラムの学校生活の思
いでと二人の交遊が描かれている。互いの詩を批評し合ったふたりはベ
ルファーストのクイーンズ大学に進み，詩人・批評家となる。ヒーニー
のイギリス文学に対峙するアイルランドの詩人として意識の芽生えをこ
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の詩に見ることができる。
Here’s　two　on’s　are　sophisticated，
Dabbling　in　verses　till　they　have　become
Alife：from　bulky　envelopes　arriving
In　vacation　time　to　slim　volumes
Despatched‘with　the　author’s　compliments’L
Those　poems　in　longhand，　ripped　from　the　wire　spine
Of　your　exercise　book，　bewildered　me－
Vowels　and　idθas　bandied　free
As　the　．seed－pods　blowing　off　our　sycamores．
Itried　to　write　about　the　sycamores
And　innovated　a　South　Derry　rhyme
Wi七h　hushed　and　lulled　full　chimes　for　pushed　and　pu〃ed．
Those　hobnailed　boots　from　beyond　the　mountain
Were　walking，　by　God，　all　over　the　fine
Lawns　of　elocution．
　デリーの南部はプロテスタント居住地区で，伝統的にユニオニストの
牙城であったから（ロンドン・デリーと改名したことからもわφ・るように）
ロンドンを中心にしたイギリス南部の発音，RPが主流である。その韻
を「改良する」とは皮肉な言い方である。‘hushed’‘lulled’のuを
［〈］ではなく［u］と発音させて‘pushed’と‘pulled’とを完全に韻
を踏ませることは「ボッグの多い土地（山の向こうのカトリック居住地）
から来た野蛮人が鋲を打った靴を履いて英国の伝統的規範の発音（RP）
を踏み付けているような」野蛮な（？）行為である。この靴には，既に
拙論「言葉，言葉，言葉としての地名」で言及したように「アイルラン
ド人の履くどた靴」＝「gutturalのghの発音を尾底骨のように残したゲー
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ル語誰の英語」という陰喩が隠れている。後にハリソンとダンについて
も同様の主題があることを論じるが，彼等三人に共通するのは，それぞ
れの地域性と言語（vernacular）を武器にした野蛮人（barbarian）が
「正当」な英語を占有するイギリス文学の規範（the　fine　Lawns　of
elocutionの1awnsにはLawsの響きが感じられる）に挑戦していると言う構
図である。彼等，奨学生は高等教育を受け，イギリス文学，西洋の古典，
知の伝統を学んだ結果，地域，地縁親族からの疎外を経験する代償と
して，彼等は今度はそれらのものを武器にして敵の陣地に野蛮人として
切り込むことができる。その結果，彼等三人の詩はフィリップ・ラーキ
ンともテド・ヒューズとも異なる新しいプロビンシャリズムの詩となっ
ている。
　ヒーニーの場合，疎外（estrangement）を巧みな戦略として「異化」
（‘Making　Strange’）している。ヒーニーが英国とアイルランドの二つ
の文化，歴史，言語の狭間に立つことを重要な武器としていることはす
でに拙論「ヒェイマス・ヒーニーの‘song’」で論じた。この中’間の立
場を彼は「異化」の中で‘acunning　middle　voice’と表現している。
　マイケル・パーカーによれば6），「異化」の背景は，ヒーニーがジャマ
イカ出身の詩人，ルイス・シンプソンを故郷の村に案内したときのこと
である。土地のパブでばったり出会った幼友達の困惑と内気が
‘bewildered　in　the　tubs　in　his　Wellingtons’に現れている。ヒーニー
の土地の言葉では‘making　strange’は「人見知りをする」，「よそよ
そしい態度を取る」と言う意味であるが，ロシア・フォルマリズムの批
評用語では「みなれたものを芸術の機能によって見慣れないものに変質
させ」新たな認識をもたらすことである。この詩はふたつの異種の文化
と言語の狭間に立つことによってヒーニーがどの様に詩を作るかと言う
好例である。
　帝国主義の遺産はスコットランドにも野蛮人を生んだ。征服民族が非
征服民族の言語と文化を野卑なもの，野蛮なもの，非文明的なものと見
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なすことは世界史の示している通りである。ハルで司書をしている間に
ラーキンの知遇を得て，フェイバーから出した最初の詩集『テリー・ス
トリート』では，ダグラス・ダンはハルの下町の庶民の生活をラーキン
風に点描したが，次第に自分のうちの「スコットランド」に目を向ける
ようになり，第4詩集『野蛮人』では英国のエスタブリッシュメントへ
の挑戦的姿勢を鮮明にしている。「野蛮人のパストラル」の最初の詩，
「挑発」（‘The　Come－on’）は「冷酷で下劣な，英国の支配階級がスコッ
トランドの魂をもてあそび，その発音を馬鹿にする」ことに腹をすえか
ねたダンの怒りの詩である。恨みつらみは教育や書物によって培われた
知性をも消し去ってしまうほどだと詩人はいう。
To　have　watched　the　soul　of　my　people
　Fingered　hy　the　cαllous
Enlivens　the　bitter　ooze　from　my　grudge．
　Mere　seeραge　from‘background’
Takes　over，　blacking　out　what　intellect
　Was　nursed　by　school　or　book
Or　had　accrued　by　questioning　the　world．
　Enchanting，　beloved　texts
Searched　in　for　a　generous　mandate　for
　Believing　who　I　am，
What　I　have　lived　and　felt，　might　just　as　well
　Not　exist　when　the　vile
Come　on　with　theirでoα♂s　in　tんθbαtん’stories
　Or　mock　at　your　accent．
　ダンは自分の率直さ（‘my　candour’とはこの場合，歯に絹を着せぬ物言
いのことだろう）を自覚しており，むしろそれが自分にとっても当惑の
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種だと言う。しかし，それでもなおかつ，ダンは英国のエスタブリッシュ
メントに異義を申し立てる。ダンは英詩の園では自分が野蛮人であるこ
とを認める。しかし彼は敵の武器を逆手にとって敵の囲まれた庭園を解
放しようと主張している。
　And　sit　on　that　high　wall
In．its　obstacle　glass　chips，　its　barbed　wire，
　Watching　the　gardeners．
One　day　we　will　leap　down，　into　the　garden，
　And　open　the　gate－wide，ωide．
We　too　shall　be　king’s　sons　and　guardians，
　And　then　there　will　be　no　wall：
Our　grudges　will　look　quaiIlt　and　terrible．
　ロバート・クロフォードはダンの詩の特徴を‘at　once　sophisticated
and　primitive’と評しているが7），これは同時にヒーニー，ハリソンに
ついても当てはまる評言である。彼等にとっては「野蛮人」であること
が既に確立された有効な武器なのである。
2．トニー・ハリソンの場合
最初に階級と言語の問題を体験的に正面から扱ったハリソンの詩，
‘Them＆［UZ］’を読んでみよう。
Them＆［UZ］
for　Professors　Richard　Hoggart＆Leon　Cortez
1
αiα　i，ay，ay！　．．．stutterer　Demosthenes
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gob　full　of　pebbles　outshouting　seas一
4words　only　of　mi’αrtαches　and．．．　‘Mine’s　broken，
you　barbarian，　T．W．！’He　was　nicely　spoken．
‘Can’t　have　our　glorious　heritage　done　to　death！’
Iplayed　the　Drunken　Porter　inハ4αcbetん．
‘Poetry’s　the　speech　of　kings．　You’re　one　of　those
Shakespeare　gives　the　comic　bits　to：prose！
All　poetry（even　Cockney　Keats？）you　see
’sbeell　dubbed　by［As］into　RP，
Received　Pronunciation，　please　b61ieve［As］
your　speech　is　in　the　hands　of　the　Receivers．’
‘We　say［As］no七［uz］，　T．W．！’That　shut　my　trap．
Idoffed　my　flat　a’s（as　in‘flat　cap’）
my　mouth　all　stuffed　with　glottals，　great
lumps　to　hawk　up　alld　spit　otit．．．E－nun－ci一αte！
H
So　right，　yer　buggers，　then！We’ll　occupy
your　lousy　leasehold　Poetry．
Ichewed　up　Littererchewer　and　spat　the　bones
into　the　lap　of　dozing　Daniel　Jones，
dropped　the　initials　I’d　been　harried　as
and　used　my　nαme　and　own　voice：［uz］［uz］［uz］，
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ended　sentences　with　by，　with，　from，
and　spoke　the　language　that　I　spoke　at　home．
RIP　RP，　RIP　T．W．
1’mTonツHarrison　no　longer　you！
You　can　tell　the　Receivers　where　to　go
（and　not　aspirate　it）once　you　know
Wordsworth’s　rnatter／ωαter　are　full　rhymes，
［uz］can　be　loving　as　well　as　funny．
My　first　mention　in　the　Times
automatically　made　Tony　Anthony！
　献詩のリチャド・ホガートは言うまでもなく，『読み書きの効用』
（1957）の著者である。階級問題を言語の使用の視点から考察したこの
名著を書いたホガートはハリソンより一世代前にリーズに生まれ，貧し
い労働者階級の奨学生としてグラマー・スクールから（ハリソンと同じく）
リーズ大学に進んだ。「スカラシップ・ボーイ」としての先輩の業績に
共感と敬意を表して献詩したのである。（1986年にITVのインタヴューでホ
ガートとハリソンは会っているが，この詩の書かれたのはそれより以前である）
レオン・コーテズは（シェイクスピアをコックニーに置き換えるのが得意）
ハイ・カルチャーを方言で茶化すコメディアンである。この二人の献詩
の相手の名前を見ただけでもハリソンの意図とスタイルがうかがい知れ
る。
　タイトルのThemと［uz］は階級問の亀裂を表している。「ウズ」と
発音されるus「俺たち」は労働者階級であり，　themはホガートの言葉
で言えば「『俺たちを』見えない力で支配している権威の装置」である。
詩人，翻訳家，劇作家として成功した後のハリソンは，自身の意図とは
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無関係にthemの立場に身を置くことになるが，両極に身を引き裂かれ
た緊張が，後にVに表現される。しかしこの詩ではハリソンの共感と視
点は一貫して‘us’の側にある。
　デモステネスは紀元前のギリシャの演説家である。本来，弁舌爽やか
なはずのデモステネスが「吃音」であることは，彼とコメディアンのコー
テズと少年のハリソンの姿が3人重なっている。ヒーニーも先に引用し
た詩（‘The　Ministry　of　Fear’）の中で，カトリックの子供達がプロテ
スタントの学校で感じる「言語的劣等感」に言及していたが，ハリソン
も同様の劣等感を覚えて（この詩の背景のリーズ・グラマー・スクールはリー
ズでも最も上品な学校であったとホガートは述べている）c8｝，一時的「吃音」
に陥っていたと考えられる。階級的劣等感から「発音」を奪われる状況
はハリソンの父親の場合に見られたし，ハリソンは『弁舌の学校』の連
作の中でしばしば「吃音」を取り上げている。（ハリソンは自分の詩才の
由来についての「遺伝」（‘Heredity’）という詩で言語障害のある叔父たちにつ
いて書いている）詩の内容を簡単に説明すると次のようになる。
　海の音に負けまいと弁舌を振るっているデモステネスは口（gob）に
小石を入れている。小石はしばしば労働者階級の子供の発音を矯正する
ために口にふくませる。また，コーテズのような独演のコメディアンは
聴衆に向かって「はい！」（ay！ay！）と語りかけるのである。
　「吃音」のデモステネス（ハリソン）は教室で，キーツの‘Odeto　a
Nightingale’を朗読させられる。リーズの労働者階級まるだしの最初
の4語の発音に教師は失望し「英詩の輝かしい伝統が台無しにされた」
と怒る。ロンドン生まれのキーッはコックニーの発音をしていたはずだ
が，すでに体制によって「占有化」されRPに吹き替えられてしまった。
「聞き手」の側の了解があって始めて「コミュニケーション」は成立す
るのであるから「聞き手」が理解できないハリソンの発音は失格である。
ましてや詩は王侯貴族のものであって，発音のできないハリソンに相応
しいのは『マクベス』に登場する「散文」をしゃべる酔っ払いのポーター
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の役だけである。
　言葉遣いの良い（nicely　spoken）教師に［uz］ではなく［As］が正し
い発音であると矯正されたハリソンは口を閉ざす。平らなア，つまり
［ee］の音も止めるのだが，やがて声門音を吐き出す。それは「はっき
りと話す！」（‘enanciate’）という音となって飛び出す。
　それでは「はっきりと」思っていることを言ってやろうと，文学を占
有する教師にくってかかるのが第2セクションである。
　最初の2行は，詩の永代賃借権を持っているつもりの「けちな根性の」
「奴ら」から，文学を「俺たち」が乗っ取ろうという意味である。文学
（‘Litter－er　chew－er’は「ごみを噛む者」）を噛み砕いて，食べ残した骨を
ダニエル・ジョーンズの膝に吐き出す。r発音辞典』で有名なジョーン
ズは標準となる発音の普及に貢献したがゆえにここでは敵とみなされて
いる。ハリソンは復讐を開始して，話し言葉，書き言葉の両方で「規範」
を犯し，自分は［uz］の一人であることを宣言する。自分は「北」の労
働者階級の発音を‘トニー・ハリソン’として（‘Iam　Tony　Harrison
no　longer　you’）使う。ワーズワースの詩の中の‘matter’と‘water’
は英国北部の発音では完全韻であって，「彼等」が言うように半韻では
ない。
　ハリソンのVの朗読会で，依頼されてskinheadの部分を朗読した俳優
のジャク・シェファードは当時のリーズを回想している（9｝。当時，リー
ズは貧富の差によって，階層別に居住地区が分れており，とりわけ，ハ
リソンの出身の南部のビーストンは貧しい住民が多かった。その様な地
区の，小学校では当然，ラテン語もギリシャ語もシラバスにはなく，個
人教授を受けるような機会もない労働者階級の子弟がイレヴン・プラス
に良い成績をとって（ラテン語，ギリシャ語の素養が必要な出題がなされた）
リーズ・グラマー・スクールに進むことは皆無と言って良かった。した
がって，パン屋の職人を父親に持つハリソンのような生徒がそこに通う
ことは，まさしく，「薔薇の園の野蛮人」（ダグラス・ダンの詩の言葉）の
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ような存在だったろう。自分の発音と文法の欠陥を嘲笑されたために彼
は猛烈に言語を学んだ。ハフェンデンとのインタヴューでハリソンは
「そのような階層の出身であり，言語的欠陥を意識していたので自分は
だれにも負けない情熱と勤勉さで言語の勉強に取り組んだ。言語を勉強
すれば，自分の置かれた立場から逃れられると思ったが，逆にやればや
るほど自分のルーッを意識するようになった」と語っている。結果とし
て，ハリソンは自分の発音を意識的に矯正せずにリーズ南部の発音を保
持している。
　ハリソンにとって奨学生としてグラマー・スクールに在学したことが，
このように「抜き難い英国階級本能」に目覚めさせ，両親との隔りを生
んだ。彼が受けた精神的外傷は，後にアメリカに渡り，アメリカの自由
の空気を吸い，オペラ歌手のテレサ・ストラタスと再婚し，フロリダに
住むまで彼を呪縛したようである。彼はハフェンデンとのインタヴュー
で，アメリカに住んだとき初めて，英国の階級的抑圧から自由になって，
他の主題を詩に書けるようになったと語っている。確かに，「今日，僕
は自分の人生の盛りに相応しい果物をみつけた…」という言葉で始まる
「ジョン・キーツに捧げるキンカン」（‘AKulnquat　for　John　Keats’）
には，愛する女と自由の空気と自然の喜びを発見した別のハリソンがい
る。英国の階級制度は言葉の呪縛を含むこれ程厳しいものかと言う認識
をハリソンの詩は我々に迫るのである。
　シェファードによれば，「ラテン語やギリシャ語や詩やオペラのよう
な高尚なもの」に憧れる能力はないと見くだした学校の教師にハリソン
はその後の作品でじっくりと復讐するのだと語ったそうである。「この
ことは二方向の結果を生んだように思える。ハリソンは子供時代のリー
ズのスラングを使用し続けたばかりでなく，それを詩の素材に織り込ん
だ。同時に彼は，彼の手の届かないと見なされていた高尚なものを吸収
し，それを自分の作品に利用した。それはあまりに高尚なので，かつて
彼を馬鹿にした頑迷な教師たちはそれを理解するためには渋々上に向かっ
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て這い上がらなくてはならない」この言葉はハリソンの詩の特徴をよく
示している。シェファードの言うとおり，四文字言葉と俗語とラテン・
ギリシャの古典の知識がアクロバットのように併置されている彼の詩は
難解である。
3．Vについて
　Vは1985年にBloodaxeから出版された。その後，1987年11月4日にチャ
ネル4で朗読と舞台になった墓地の映像が放映されて，問題を引き起こ
した。問題の発端は詩の中に4文字言葉が頻発することであったかが，
マスコミがこぞって取り上げるセンセL－一ショナルな事件に発展し，つい
にはTV界のヘゲモニー争いにまで発展しそうな形成であった。1989年
にはこれらのマスコミの記事を付録として載せたVの第2版がBloodaxe
社から出版された。
　1984年，45才のハリソン（2番目の妻のストラタスと一緒にニューカスル，
ニューヨーク，フロリダを居住にしていた）が久し振りに両親の墓を訪れた
ときは全英は閉山問題を巡っての炭鉱労働者組合の長期ストで揺れてい
た。委員長はアーサー・スカーギルであった。yにはエピグラフとして
スカーギルの‘My　father　still　reads　the　dictionary　every　day．　He
says　your　life　depends　on　your　power　to　master　words．’という
言葉が引用されている。
　ハリソンの母親は1976年，父親は1980年に死亡した。1984年ハリソン
は帰りの汽車の時間を気にする慌ただしい墓参をした。（墓地はビースト
ン・ヒルというリーズ市南部の丘の上にあり，リーズの市街が見渡せる。丘の下
は閉山された炭坑の坑道が走っている）そのとき両親の墓石や周辺の墓石に，
フットボール・チーム，リーズ・ユナイテッドのファンのスキンヘッド，
がエアゾールでV，UNITED，　NAZI，　FUCK，　CUNT，　PAKIなどと落
書きをしているのを発見したのがVの創作の引き金になった。いわゆる
英国病が悪化して，失業が蔓延し，フーリガンが暴力行為を繰り返す時
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代になっていた。Vの中にも言及があるように，ハリソンが子供時代を
過ごしたリーズ南部の街はほとんど海外から移住してきた移民（‘col－
oured　chaps’）に占められていた。ハリソンのルーッであるリーズ市は
このように変貌を遂げていた。また，劇作家・翻訳家，詩人，オペラ制
作者としてメトロポリタン・オペラで仕事を依頼されるほど世界的に有
名になり，愛する二番目の妻（既に述べたようにソプラノ歌手のテレサ・ソ
プラタス。ハリソンは「北に向かいて」の中で，彼女によって始めて心の平安を
得た，と書いている）との生活，階級差別のコンプレックスから解放され
たアメリカでの体験によってハリソン自身が，かつての呪誼と復讐の言
葉を吐き続けたころとは少し変化している。Vの中で，階級，男女，人
種，言葉，その他，すべての二項対立を表すV（Versus）をU（United）
へと変化させることを祈願する姿勢にもハリソンの変化が見える。
　Vについて一般的なことをまず述べておこう。詩型はトマイ・グレイ
の『田舎の墓地で書かれたエレジ』と同じ，五歩格，四行連，脚韻はa
babである。祖先，両親，自分の死，名も無き職人や庶民の死を地質
学的時間と歴史のパースペクティヴのもとに見ているだけでなく，都市
の社会的問題を包括的に取り扱っている点で℃ondition　of　England’
Poetryとも言える，またr都会の墓地で書かれたエレジ」（Elegy
Written　in　a　City　Charchyard）である。最後が詩人自身の墓碑銘で終
わっている点など他にもグレイのエレジを下敷きにした点は数多い。ミ
ルトンを初め多くのイギリス詩人が用いたエレジーという確立した詩形
式とハリソンの第2の自我であるスキンヘッドの方言（多くの四文字言葉
を含む）は対照的である。グレイは名も無き人々に同情的であったが，
彼等に生の肉声で語らせたわけではない。それに対してスキンヘッドの
肉声を卑狼な雑言をそのままのアクセントで採用した点でも，Vは画期的
であった。（ハリソンの標準言語に対する挑戦はここでも一貫しており，以前，
彼が中世神秘劇の翻案劇を依頼されたとき，神とイエス・キリストを含めて，す
べての登場人物がヨークシャー・アクセントで話すことを条件としてだしたとい
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うエピソードを思い出させる。）
　Vの墓地は人間の一生の生と死の接点である。（夕闇が迫る頃には先祖の
亡霊たちも現れる可能性が示唆されている‘Almost　the　time　for　ghost　I’d
better　scram’）ここにはリーズの歴史上のさまざまの階層の人間が入り
交じって埋められている。（オルガン職人のワーズワースも，皮なめし職人の
バイロンも）地下のさらに深部は坑道であり，地質学的時間が流れてい
る。詩人はここで，自分の過去と現在と未来を瞑想する。墓地の背後に
見えるリーズは人間社会の対立，亀裂を抱えた都市，変貌しつつある都
市である。都市がすべてのVを象徴するとすれば，墓地はすべての人間
を一緒にしてしまうU（UNITED）の象徴である。
With　Byron　three　graves　on　I’11　not　go　short
of　company，　and　Wordsworth’s　opposite．
That’s　two　peers　already，　of　a　sort，
and　we’ll　all　be　thrown　together　if　the　pit，
whose　galleries　once　ran　beneath　this　plot，
causes　the　distinguished　dead　to　droP
into　the　rabblement　of　bone　and　rot，
shored　slack，　crushed　shale，　smashed　prop．
17～20連にはあらゆる対立の層が列挙されている。
These　Vs　are　all　the　versuses　of　life
from　LEEDS　v。　DERBY，　Black／White
and（as　I’ve　known　to　my　cost）man　v．　wife，
Communist　v．　Fascist，　Left　v．　Right，
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class　v，　class　as　bitter　as　before，
the　unending　violence　of　US　and　THEM，
personified　in　1984
by　Coal　Board　MacGregor　and　the　NUM，
Hindu／Sikh，　soul／body，　heart　v．　mind，
East／West，　male／female，　and　the　ground
these　fixtures　are　fought　out　on’s　Man，　resigned
to　hope　from　his　future　what　his　past　never　found．
　詩の一番の亀裂は詩人自身とスキンヘッドの対立である。詩人は墓石
に書かれた卑狼な四文字言葉と人種差別用語に憤慨しつつも，街中に氾
濫している商業資本の広告を考えれば，スキンヘッドの落書きもたいし
たことではないと考える。しかし…
But　why　inscribe　these　graves　with　CUNT　and　SHIT？
Why　choose　neglected　tombstones　to　disfigure？
This　pitman’s　of　last　century　daubed　PAKIGIT，
this　grocer　Broadbent’s　aerosolled　with　NIGGER？
　その時，背後から声がする。リーズ誰の，卑狼な言葉の入り交じった
スキンヘッドの声だ。スキンヘッドはリーズを去った詩人が後に残して
きたすべての「抑圧され」「沈黙を強いられたもの」を代表する。奨学
金を貰ってグラマー・スクールに進学しなかったとしたら，ハリソン自
身がなっていたかもしれない存在，それが，スキンヘッドである。
Themと［uz］の戦争において敵方にまわってしまったとスキンヘッド
に見なされた詩人は，詩の価値を否定されるのである。
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Doπ’t　tαlle　toπ認0／fucleing　reρresenting
伽clαSS　yerωθrθbom　intoα几ツノπorθ．
Yer　going　to　get’厩αnd　stαr亡rθSθπ漉㎎
‘ガSπ0孟POθのω9　need　in　this　clαSSωαA
　スキンヘッドが落書きしたUNITED（むろんフットボール・チームの
Leeds　Unitedのこと）にサインをさせると，彼は「トニー・ハリソン」
とサインする。ここで，この詩の中で一番深刻な亀裂が，詩人自身の内
なる対立のVであることが明白になる。スキンヘッドの声が消えて，後
に残ったのは両親の墓石に書かれたUNITEDという文字である。この文
字は両親の天国における融和（32連），両親と詩人の和解（ハリソンには，
詩人になることによって両親を裏切ったと言う思いがある）その他，国家の亀
裂の修復も示唆されている。
Though　I　don’t　believe　in　after　life　at　all
and　know　it’s　cheating　it’s　hard　not　to　make
asort　of　furtive　prayer　from　this　skin’s　scrawl，
his　UNITED　mean‘in　Heaven’for　their　sake，
an　accident　of　meaning　to　redeem
an　act　intended　as　mere　desecration
and　make　the　thoughtless　spraying　of　his　team
apPly　to　higher七hings，　and　to　the　nation．
　以上のUNITEDという落書き以外にもCThem＆［uz］’とは異なり）
Vには和解の基調がある。それは，すべての対立するもの（労使，階級，
人種，性）を越えて，時間というものの働きが重視されているからであ
る。昔の職人の墓も，名もない労働者の墓も，銀行家の墓も，やがてそ
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こに埋葬されるハリソン自身も地下の廃坑が崩れるときに，すべては大
地の下の虚無に呑みこまれていく。和解の基調には死と虚無も含まれて
いる。
Further　underneath’s　that　cavernous　hollow
that　makes　the　gravestones　lean　towards　the　town．
Amatter　of　mere　time　and　it　will　swallow
this　place　of　rest　and　all　the　resters　down．
　すべての地下の洞は，墓石をリーズ市の方に傾かせる。　‘pit’は奈
落であり，地獄である。既に人口過瑚である地球は再生の機能を犯され
ており，その終焉も予想されている。
Victory？For　vast，　slow，　coal－creating　forces
that　hew　the　body’s　seams　to　get　the　soul．
Will　Earth　run　out　of　her‘diurnal　courses’
before　repeating　her　creation　of　black　coal？
　詩人は自分の死後，墓を訪れた者が墓に「いたずら書き」をみつけた
ら，卑狼な言葉は消して，‘UNITED’と小さなVを残してくれと言う。
対立のV（versus）は，既にU（united）に変化したとすれば，このV
は勝利のVか，または詩（verses）のVか。答えは出ないまま，最後の
連になる。詩人の墓碑銘である。
Beneαtんyour　fee亡’sαpoθちtんθπα遮．
Poetry　SUρρorter，　if　yOU’reんere‘0伽4
んOω．poenZS　Cαn　gr・ωノro肌（beαり・u　t・‘〃）SHIT
findオんθうeef，　tんeうeer，　tんθbreαd，亡んen　loole　beんind．
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　最終連の最後の行はt第1連の‘butcher，　publican，　baker’と呼応
する。ハリソン自身の祖先の職業であり，それらのものから詩が生まれ
てきたことの確認，家族と血縁の確認である。同時に自分の詩の多くが
（自然からではなく），都市であるリーズから生まれたことの確認として
　‘look　behind’が締め括りの言葉になっている。（いうまでもなく
Beeston　Hillの墓地から振り返るとリーズの街が見える）
　すでに述べたように，この詩が，1987年にチャネル4で朗読・放映さ
れることになったとき，新聞，その他のマスコミを通じてのセンセーショ
ナルな事件になった。主たる理由はスキンヘッドの言葉の申に多数の卑
狼な言葉が出てくる（大衆紙のThe　sunなどはさっそく数え上げて90の
汚い言葉があると指摘した）ことがけしからんと放映反対運動が起きた
ためである。賛成派は詩の内容にふれて賛成論を展開したのに対して，
反対論者は四文字言葉にのみ注目していることは明白であった。
　ハリソンにはRPに対してnon－standard英語の復権という考えがあ
る。記録せず放置しておけば，リーズ誰を含むヨークシャー方言はコー
ンウォール語と同じように消えてなくなると（「支配階級の言語が，下位の
階級の言語を死滅させる」）彼は考えている。レを書く以前，1983年のハッ
フェンデンとのインタヴューで既にハリソンは，詩の中に‘ghost　of
the　inarticulate’を登場させて教養ある「偽善の読者たち」にショッ
クを与え，社会の「ギャップと分裂」を意識させるのだと予告している。
Vはその実践である。
　「詩を読まない大衆が大勢いること，詩を読むことの特権を詩の読者
に知らせたい」というハリソンは彼の詩のwitやinもelligenceに読者が満
足した瞬間に，詩は‘shit’から生まれると先手を打つのである。詩を
特権者のpoetry（‘your　lousy　leasehold　poetry’）にしないために，ハ
リソンはリーズ方言にVの中で発言の場所を与える必要があった。
　ハリソンにとって，発音を奪われた者の代表は自分の父親であった。
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（‘Marked　with　D’では父親は‘but　he　hungered　for　release　from　mor－
tal　speech　that　kept　him　down，　the　tongue　that　weighted　like　lead．’）
英国の内なる野蛮人は言葉を奪われたハリソンの属する労働者階級であ
る。「彼等は美しい英国の顔のしみである」と言われてきた。労働者階
級から抜け出して，世界の言語と古典を習得し，詩人として国際的に活
躍するハリソンは，しかしまだ，言語戦争の戦いを止めていない。
　1930年代のマルクシズムや1940年代のシュールレアリズムとネオ・ロマン
ティシズム（ディラン・トマス）が衰退した後，1950年代後半から1960
年代にかけて，勢いがあったのはラーキンの先祖返り的な「経験主義」
（ルーク・スペンサーは‘areturn　to　the　would－be　innocent　empiricism’
という呼称を与えている）°①である。その後，出てきたテッド・ヒューズの
「非人間的プリミティヴィズム」は「無意識の要求」や「暗黒の力」を
賛美したが，彼が桂冠詩人になるとラーキン同様に政治的には無害なも
のに浄化されてしまった。ラーキンもヒューズもいつのまにかエスタブ
リッシュメント（them）の側に吸収されてしまった。現在の詩人達では
（ルーク・スペンサーの見解では）労働者階級出身のトニー・コナーやクレ
イグ・レインもサッチャーの「民有化」（privatization）政策と呼応す
るかのように，個人的な感性や個人の生活の瞑想に沈潜する詩に傾斜し
ており，真に，‘social　perspective’を持つ詩を書いているのはダンと
ハリソンである。
　ハリソンの言語戦争と呼応して，スコットランドのダンディーの対岸
のタイポートに住み着いたダグラス・ダンも‘Here　and　There’など
の詩でEnglishnessに戦いを挑んでいる。しかし，紙幅が尽きたのでダ
ンについては次回に論じたい。
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